
北海道にも” 愛” のあるセンターを︕

　全国47都道府県のなかで唯一「動物愛護センター」が設置されていないのが北海道です。環境省の
発表※によれば保健所の犬猫の殺処分率は北海道が全国的にも低い数字となりましたが、北海道は自治
体で駆除を行っている野犬など北海道独自の地域性が関わる問題のほか、厳しい冬の寒さで自然淘汰に
より命をおとしている飼い主のいない猫も多くいます。北海道は、愛護団体に支えられた譲渡率の高さ
など、実際は数多くの複雑な問題を抱えています。また、現在の北海道には収容動物の長期収容対応と
譲渡促進、動物ふれあい事業、動物愛護管理業務を推進するための基盤整備された施設がありません。
保健所の中には老朽化がすすみ暑さや厳しい寒さを防ぐことができない施設や、係留スペースが狭く犬
猫を分けて収容できない施設も多くあり、動物福祉の観点からも適正に収容できている施設とは言えま
せん。こうした問題を解決していくためにも、動物の愛護と福祉を推進させ、大規模災害や多頭飼育崩
壊、飼い主のいない猫対策にも対応可能な、飼い主の適正飼育の普及啓発、子どもたちへの道徳教育の
推進や道民の交流の場となる、以下の7項目を満たす「北海道動物愛護センター」の建設を早期に実現
することを要望します。
※環境省「犬・猫の引取り及び負傷動物等の収容並びに処分の状況（都道府県・指定都市・中核市）」【令和２年度】

　東日本大震災や北海道で発生した胆振東部地震では、被災地域の住民のみならずペット等の動物も大
きな被害を受けました。最近では、新型コロナウィルスによるパンデミックが起き、感染した飼い主の
ペットの預かり先を確保するのが困難な状況に見舞われました。北海道は広大であることからも、移動
距離を考慮すると、新設、リノベーションを問わず、道央、道北、道東、道南と複数箇所に動物愛護セ
ンターの設置が必要ではないでしょうか。
　動物愛護センターの建設費確保の提案として、名古屋市、神奈川県なども実施した「ふるさと納税」
における「ガバメントクラウドファンディング」の仕組みを要望します。官民学が協力して周知や情報
拡散を行うことで、十分な資金確保も可能と考えます。

北 海 道 知 事　 殿 　  北海道動物愛護センター早期建設を実現する会

　　　　　　　　　　　　　　　実行委員会一同

１　動物の愛護・福祉に配慮した施設
２　大規模災害時等における被災動物の対応ができる施設
３　譲渡前不妊手術、病気・ケガの治療ができる施設
４　多頭飼育崩壊時におけるペットの収容ができる施設
５　飼い主のいない猫対策ができる施設
６　ペットを介した道民交流の場となる施設
７　連携・協働、ボランティア育成、適正飼育の普及啓発の拠点となる施設

北海道は広大です︕
大規模災害時に被災動物の対応ができるよう動物愛護センターは複数箇所に必要です︕ 

要望７項目

みんなで、北海道動物愛護センターをつくろう︕プロジェクト


